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1．はじめに

（1）カンタンの保全に至 っ た経緯と目的

　東京都葛飾区青戸三丁 目に位置する青戸団地 には、

区内で分布が限られた種で あるカンタンが生息し、地域

住民にとっ て 身近 な 「秋の鳴く虫」 として親しまれて い

た 。

　団地建替に先立 つ 「環境影響評価調査」 に お い て 、

団地内でカ ンタン の 生息が確認され、また、「環境影響

評価」の 手続きに際して、地域住民及び関係区長から 「地

域住民 に親しまれ て い るカンタン を復元して ほしい 」 と

の 意見が出 され た。

　当公団で は．現況緑地 の保全 （樹木の 復元） に考慮

した緑地計画 の
一

部として、カ ンタンの 生息環境を団地

居住者、地域住民及び葛飾区の 協力の もとに創出し、カ

ン タ ンが団地内で継続して 生息 で きるような保全
・復元

対策を行い、生息拠点とする こ と を目的として 整備 した。

（2）カンタンの 生 息環境

　 カ ン タンは、バ ッ タ目コ オ ロ ギ科カ ン タ ン 亜 科 に属

して い る体長 12〜15 皿mの 昆虫で 、
一般 的に全国各地 の 丘陵地や里山

等 の 林縁部に生息して お り、平地

部の緑地で も生息 が 確認 さ れ て い

る 。 葛飾区で は、青戸団地の 他 に

荒川河川敷などで も生息が確認 さ

れて い る。

　 生息 環境 は、主 に、林縁、

路傍の 低木、背丈 の 高い 草本植

物 の 上 に と ま り、ル ・ル ・ルー

図
一1 カンタ ン姿 図

と鳴く。生活史と して は、卵期、幼虫期、成虫期の 3 段

階をもつ 昆虫で あ り、卵で越冬し、東京近郊で は、6 月

下旬に孵化し、6 回程度脱皮して 、8 月 頃成虫になる。

産卵は、ハ ギ類、ヨモギ、セイタカア ワ ダチ ソ ウなどの

柔 らかい 髄 （ずい）をもっ た植物 の 茎に穴をあけて そ の

中に 5 個程度産み 付ける。

食性は、幼虫期 に アブ ラム シ な どを好 み、成虫に な る

と花粉や花びらなどを食べ るように なる。主な天敵 は ス

ズ メ、シ ジュ ウカ ラなどの鳥類で あ り、そ の 他に肉食性

の昆虫であるカマ キ リ、クモ 類などが あげられ る。

2．カンタンの生息環境の整備

（1＞カ ンタ ンの 保全 ・復元計画

　 事業の進捗状況 と整合させながら図
一2 に 示す流れ で

生息環境 を創出 した。

仂 ンタン保全
・復元計画】 【環境影響評価】

現　　　　　　況　　　　　　調　　　　　　査

保 全 　・復 元 に 係 る

基 本 方 針 の 策 定

現環境影響評 価 書

の 　　 提　　 出

（1991．6）

実 験 地 の 設 置 方 法の 設定

実 　 験 　 地 　 の 　 整 　 備 箏 後 調 査 の 実 施

（19933 ）

モ ニ タ リ ン グ　　　　　　i事後 調査 報 告 書 の

　 　 　 調査 の 実 施　　　　　　提出 （施工 中）

1994．3
（1996．12）
（1998．1）生 息 環 境 整 備 地 の

設 置 方　法　の 　設 　定

生 息 環 境 整備 地 の 整 備

（19989 ）

…
壷

モ ニ タ リ ン グ　　　　　　 i事 後 調 査報告書 の

　 　 　 調査 の 実 施　　　　　　提 出 （完 了後 ）

図
一2 保 全 ・復元 計画の 流れ
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（2）現況調査

環境影響評価書作成時に団地内 の 動植物を調査 した結

果、図
一3 に 示す位置 で カ ン タ ンが確認され、以下 の よ

うな 知見が 得 られ た。

  青戸団地 で は、カンタン を含め多 くの 昆虫 （288 種）

が確認で き、中で も、チ ョ ウ目86 種、バ ッ タ目 19 種の

生息が確認で きた。

  都会の 住宅密集地 に位置する青戸 団地にカ ン タン など

多 くの 昆虫が生息 で きたの は、建設時 に植栽さ れ た樹木

やそ の 後に住民 に よ っ て植栽され た多くの種類の 庭木 ・

草花類が約 30 年 の歳月を経て、約 200 種以上の 植物が

10m 以上 の高木か ら低木、草本にい た るまで
一
般的な

住宅団地より豊かな緑地環境を形成 したためで ある。

  カ ン タ ン （成体）は、団地内で は、住棟脇の 緑地 に植

栽され た フ ヨ ウ、ウツギ、カク トラノオ等 の 植物の茂み

（写真
一1 参照） 12 箇所で確認され、卵は、ヨ モギ、セ イ

タカ ア ワ ダチ ソ ウなどの茎で確認 された。元来，縄張 り

を持つ 種であるが 、

一本の樹木 （高さ 1m 程度）に数十

匹同時 に生息して い た こ ともあっ た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．y．＿my 　 ・．

欝
図一3 カ ン タ ン 生 息 確認地点分 布 図 （建替前 ）

写真
一1既存力ンタ ン生息地 （建替前）

（3）保全 ・復元に係る基本方針

　建替事業の実施に伴い、継続的に生息で き る よう以下

に示す方針の もと保全 ・復元計画を実施した 。

（D カ ン タ ンを と りまく多様な生憲環境の創出

　カ ン タ ンの 生息環境の整備に際して、カンタンの 餌、

生息場、隠れ場所、繁殖場などを含む他の 昆虫も生 息で

きる多様な環境を創出す る。

（iD 団地内の カ ンタ ンの 個体群 の 持続的な維持 ・保全

　カ ン タ ンの 移入に 際 して、他の 地域か らの移入を行わ

ず、団地内の個体群からの移入 に限定する 。

（tii）地域と結びつ いた保全 ・復元活動 の 実現

　カ ンタン の復元
・保全活動 の 実施 に際 して 、掲示板

な どで その 内容を住民に周知す る と と も に、地 元 の 専

門家 の 協力の も と毎年開催さ れ る 「カ ン タン を聞 く会 」

を支援するなどの 啓蒙活動を行う。

（4）カンタン生息実験地の設置及びモ ニ タリング調査

　団地内に約 15   の カンタン生息実験地を設け、生息

空聞の造成方法 （表土の 復元）、植栽方法、カ ン タン の

移入方法、管理方法などに つ い て検討 し、カ ンタ ン 定

着化の ために必要な条件を把握した。

　また、生息実験地 をカ ン タンの 仮移入地 として 活用

する こ とに よ り．生息環境整備地 を創出する まで の期

間 の 個体群の維持と増殖 に も役立て た。

実験地 で の 主な作業は、産卵痕の あるヨ モ ギを 3 月

頃 に移入 し、天敵 を出来 る限り他の場所に除去し、8
〜 9 月頃 に 鳴声に より成体を確認 した後に、必要に応

じ既存の 生息地か ら雌 （数匹）を移入 した。

　15M2 と限 られた面積 で ある ため、管理方法は、飼育

するような内容とし．年間作業内容は、表一1 に示す と

お り と した。

実験地 は、車道 （約 8，000 台／日） に面して お り、 日

照条件があまりよ くな い 場所 で あ っ たが、産卵痕付の

ヨ モ ギの 茎を移入す る こ とで 、孵化 し成虫 となる こ と

が確認で きたため、カ ンタン の移入方法は、卵によ る

移入が確実で あると考えた （成虫 の捕獲は、素手 で 触

る と動きが悪 くな り、個体数 も限られ て お り極力避け

た）。

植栽種は 、 生息場所 となるハ ギ、フ ヨ ウなどを主体

に、更に産卵草で ある ヨ モ ギなどの草本類と した。

　ま た、実験地か らの個体の最大移動距離 （生息環境

の 整 っ て い な い場所で、実験地か ら移動 した と思 わ れ

る 成体が鳴 い て い た 最 も遠 い 位置まで距離）は、概ね

200m と推定 された （鳴声が確認された住棟脇に生育

して い た ヨ モギで まで の距離）。

実験地 で の定着状況を確認するモ ニ タリング調査は、

毎年を住民 と と も に実施し、目視 と鳴声 に よ り成虫の

生息を確認し、更 に 1 月頃 に ヨ モ ギなどへ の産卵痕 に

よ る卵を確認した。
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表 1　カ ンタ ン実験地 の 保全 ・復元 に係る年間作業

項　　　　 目 翫 6月 6 月 7月 8．鈿0月 11（2 月

カン タ ンの 生活 史 卵
孵匕・

塊
幼虫

成葺
・

塵9日
卵

生息環境の 造成 造成

カ ンタンの移入
卵の

移入

成虫の

移入

作

　
業

　

内
　

容
餌

アブラムシ類
σ耀 呆俵 D 移入 移 入 移入

テン トウムシ

の徐去  
除去 除去 除去

天敵 （ア リ、カマ

リ、クモ期 σ辮去
除去 除去 除去 除去

モニ タリン黼
成虫の

礙
産卵痕

※1　アブラム シは、ヨモ ギやセ イタカアワダチ ソウに

生皀、している個体を移入 する。

※2 　アブ ラム シ の天 敵 であ るテ ン トウムシを除去 し、カ ン

タンの餌となるア ブラム シ を確保す る。

蟻蘿窯
磯鍵靉蠶 糠羃善鷙藻鍍黛蝦 撞 ・）

’

・
y
．
　
s

・

凄難 爨 蔓饗羽蓑導警艶 》
°

−
m

 
図
一4　実験地植栽平面図

（5）カン タ ン の 生息環境整備地 の 設置

実験地 で の カンタン定着調査結果をふまえ、カ ンタ

ンが団地内に持続的な生息拠点 と な り得 る よ う 生息環

境整備地を創出した。

（i）整備地の規模

団地内に約 15〜50   程度の面積の 生息環境整備地

を 5 箇所整備した。なお、カンタンが生息で き る範囲

を広 くす る た め に各整備地間の 距離は、カ ン タ ン の 最

大移動距離と考えた約 200m を 目安 と した。

（ii）造成方法

　「生息環境整備地」 の造成は、植栽基盤とし て既存の

生 息地 の 表土を利用 し、表土を保全 した。

（iii）植栽方法及び植栽植物

　植栽方法 に つ い て は、中木、低木、草本等を組み合

わせ階層構造 に変化をもたせ た （図
一5 参照）。植栽植

物に つ いて は、表
一2 に 示す植物を植栽し、・一一

部 の 植栽

種 に つ い て は、既存団地内の もの を移植し利用 した。

なお、建替前に住民に親しまれて い る草本類 〔シ ラ ン

等〕も加えた。

　また、生息環境整備地以外 に も カ ン タ ンの 生息 で き

るウツギなどを出来る限 り植栽 した。

（iv）カ ンタンの移入方法

　カ ン タ ン の移入 は、実験区 に定着した個体群と既存

の 生息地の個体群とに限 り、外か らの移入は
一

切行わ

ない。

　移入方法は、前年度 に 産卵 さ れ た植物 （ヨ モ ギ、セ

イタカアワダチ ソ ウ）の 茎 の 部分を整備地 に直接移入

し、成体 につ いて も可能な限 り移入 した．

（v ）管理方法

　最初の 卵の 移入 した年に つ いて は、カ ンタンの 生息が

確認で きる まで の 間天敵を出来る限り除去した。

　生息環境整備地は、原則として放置する もの とす る が、

ハ ギ類などの 植栽樹木に つ い て は、数年 ごとに剪定する

な どの管理をする。

　 カマ ズ ミ （“± ｝

図
一5　生 息環境整備地植栽断面模 式図

写真一2　実験地 の 全 景
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表 2　カンタンの生息環境整備地の

　　　　　　　　　　　　　植栽 種及びその選定理 由

植栽種及び草本

木 本

　 フ ヨ ウ

　 ガマ ズミ

　 ハ ギ類

　 ム クゲ

　 ク ワ

　 ウツギ

　 ニ ワ トコ

　 ヤマ ブキ

　 カラタチ

　 コ クチナシ

草 本

　ヨモ ギ

　メハ ジキ

　シオン

　カク トラノオ

　ススキ

　キクイ モ

　 イ ヌタデ

選 　　 定　　 理 　　 由

青戸団地 特有の 生 怠樹

成虫の隠れ 場所

成虫の産卵木

成虫の 産卵木

成虫の隠れ場所

成虫の 隠れ 場所、成虫の餌

成虫の 隠れ 場所、生殖場所

成虫の 隠れ場所

動物の進 入を 防 ぐ

動物の 進入 を防ぐ

産卵草、幼虫の 餌 とな る アブ
’
ラムシの

生 息草

産卵草、幼虫の 餌 とな るアブ
’
）！シの

生 息草

成虫の 生息場所、産卵草

成虫の 生 息場所、産卵 草

成虫の 生 息場所

成虫の 生 息場所、産卵草

成虫の 生 息場所、産卵草

註）・植栽にあたっ ては カンタ ンの 生氤を保証するため に

　　 ヰ木 低木 草本をセ ッ トと して植栽する。
　 また．植栽基盤として既存生憩地 フ）表土を禾1用する とと もに、
　 腐嚢土をすき込軌

　　
・
景観上の配慮か らナ ンテ ン、オ ウバ イ、ユ キヤナギなどの

　 花木や団矚主民に親しまれて いたシラン、シ ュ ウメイギク、
　 ホ トトギスなどの草花を導入した。

寢嚢靉翼
図
一6　生 息環境整備地平面図

凡　 　例

日 ；計 画地

口 ・住 棟

匳陋］： カン タ ン生 息 環境 整備地

　　　　　　　　　　　OL＿＿．EgJi99egM

図一7　青 戸 団 地 生 息 環 境 整 備 地 配置

写 真一3　生 息環 境整備地

（6）モ ニ タ リ ング調査

生息環境整備地を整備 した後、卵を移入し、初年度は、

実験地同様の 管理を行 っ た結果、鳴き声を確認 で き、卵

か ら孵化 し成虫とな っ た こ とが確認で きた。

3．結 論

（1）総 括

動植物 の 復元は、近年様 々 に 企て られ て い るが、本事

例 の ように都市化された市街地 の 総合開発にお い て 管理

緑地内で 小昆虫の 生息環境を保全 ・復元する例は少ない

と思われ る。単に動植物を復元する だけで な く、地域 に

定着 で き る よう住民 に 周知 しながら実施で きた こ とは、

これからの 保全方法の
一
例 を示すこ とがで ぎた もの と考

え られる 。

（2）今後の課題

今後事業が完了す る まで モ ニ タリン グ調査を行う こ と

に な るが、生息環境整備地 以外 へ の 広 が りが 期待 で き る

た め、その 状況 につ い て も把握 して い く必要がある。
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設 　計 ：黒 木誠、佐 藤 忠 継 、谷栄、太 田敏史 （都市基盤整備

　　　　公団　東京支社　建替業務剖9
　　　　／卜沼知道 （株式会社　グラ ッ ク）

　　　　大段宗久 蘇 式会社　共同計画／環境事務所）

生物 調査等 ：柳 崎淳一 （株式 会社　工 房ノ ン）

敷地 面積 ：約 79，300 

工 事 期間 ：平成 3 年 7 月　〜
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